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年度平成 71 [終了予定] 年度-　 　

旧忍岡住宅建替え後戻り入居者世帯

〔法令等名〕

0

(9,182)

　決算額　　(単位：千円) 10,019

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

台東区立忍岡住宅の廃止に伴い、同住宅の入居者でベラカーサ池之端に転居したものに対し、家賃補助を実施することによ
り、居住の安定を図る。

　

事業区分

金銭給付

平成２７年度　事務事業評価シート

台東区立忍岡住宅廃止に伴うベラカーサ池之端入居者家賃補助要綱根拠法令等

事業対象

事務事業名 旧忍岡住宅家賃支援

要綱

所
管

都市づくり部

住宅課

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

14

なし

旧忍岡住宅入居者で、建替え後戻り入居者に対し、家賃月額に住居年数に応じた減額率を乗じて得た額を支援する。
家賃補助減額率　平成17年度から19年度  50％　平成20年度  43.75％　平成21年度　37.50％　平成22年度　31.25％　平成
23年度　25.00％　平成24年度  18.75％　平成25年度　12.50％　平成26年度　6.25％　平成27年度以降　0.00％
※障害者世帯、高齢者世帯、ひとり親世帯に限り、平成20年度以降についても家賃に50％の減額率を乗じて得た額を補助す
る。

補助金の有無
委託内容

２６年度

なし

戸家賃補助世帯

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
15

9,015

(1,704)

成果指標

(9,163)　人にかかるコスト（人件費など）

3

10,716

なし

0

10,716

1,700

0

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） (20,001)

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

対象世帯には、要綱に基づき支援を継続していく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

一般世帯は、平成27年５月で補助が終了する。ただし、障害者世帯、高齢者世帯、ひとり親世帯については、
家賃補助を継続する。

維持

評
価
結
果

家賃補助額が減少傾向であるが、事業目的を達成している。

4 受給資格者に対する家賃補助であり、適切に実施している。

受給資格及びその承継について適正に審査し支出しており、効率的に実施している。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 4

9,016

(20,985)

財源項目

(単位：千円)

必要性

0

0 0

(52,273)

(52,273)

(984)

効率性

9,181

(10,069)

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）

13

(41,387)

14

(1,753)


